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　児童たちは、水路を歩いたり、また、途中トンネル部分に
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耕作放棄地再生利用緊急対策
　日本農政の大きな問題となっています「耕作放棄地」の解消対策とし
て、農林水産省で「耕作放棄地再生利用緊急対策事業」がまとめわれま
した。
　耕作放棄地の再生利用を目的とした、総力を挙げての対策です。
　その概要についてお知らせします。

  

全
国
一
斉
調
査
を
実
施

　
「
耕
作
放
棄
地
」
と
は
、
農
林
水
産
省

の
定
義
で
は「
過
去
一
年
以
上
作
付
け
せ
ず
、

今
後
数
年
間
再
び
作
付
け
す
る
意
思
の
な
い

耕
地
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
全
国
全
て
の
市
町
村
で
い
っ
せ
い

に
耕
作
放
棄
地
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
丹
市
農
業
委
員
会
に
お
い
て
も
、
市
全

域
を
対
象
と
し
て
、
昨
年
八
月
に
六
日
間
、

二
十
二
の
班
に
分
か
れ
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
が

農
地
へ
の
復
旧
が
比
較
的
容
易
な
も
の
が
約

一
六
㌶
。
容
易
で
は
な
い
が
農
地
へ
の
復
旧

が
可
能
な
も
の
約
一
一
㌶
。
農
地
へ
の
普
及

が
困
難
な
も
の
（
山
林
・
原
野
化
し
て
い
る
、

無
断
転
用
な
ど
）
が
約
一
二
㌶
で
し
た
。

　

た
だ
し
、
こ
の
調
査
は
農
振
農
用
地
区
域

内
の
農
地
（
ほ
場
整
備
田
が
中
心
）
に
限
定

し
て
行
っ
て
お
り
、
市
内
全
農
地
を
対
象
に

す
れ
ば
も
っ
と
多
く
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

  

耕
作
放
棄
地
が

  

地
域
に
あ
る
と
…

　

い
う
ま
で
も
な
く
農
地
は
、
国
民
に
食

料
を
供
給
す
る
た
め
の
基
礎
的
な
生
産
要
素

で
あ
る
と
と
も
に
、
農
業
者
に
と
っ
て
は
極

め
て
重
要
な
経
営
基
盤
で
す
。
ま
た
、
豊
か

な
自
然
環
境
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
さ
ら

に
水
田
は
有
数
の
貯
水
機
能
を
持
つ
自
然
の

ダ
ム
の
機
能
を
持
つ
な
ど
、
単
に
食
料
生
産

の
場
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
多
面
的
な
機
能

は
私
た
ち
の
生
活
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い

ま
す
。

　

農
地
が
荒
廃
す
る
と
、病
害
虫
の
温
床
や
、

有
害
鳥
獣
の
住
み
か
と
な
っ
て
こ
れ
ら
被
害

の
発
生
・
拡
大
拠
点
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
に
と
っ
て
は
、
農
地
の
利
用

集
積
を
阻
害
す
る
こ
と
に
な
り
、
集
落
営
農

や
中
山
間
直
接
支
払
制
度
等
の
事
業
の
円
滑

な
推
進
を
妨
げ
ま
す
。
ま
た
、
水
利
施
設
等

の
管
理
に
も
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
景
観
の

悪
化
等
、
生
活
環
境
面
で
も
大
き
な
課
題
と

な
り
ま
す
。

  

耕
作
放
棄
地
の
解
消
策
は
？

　

さ
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
対
策
、
す

な
わ
ち
再
生
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
で
す

が
、
大
き
く
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

①
引
き
受
け
手
を
ど
う
す
る
か

②
何
を
作
る
か
、
収
穫
し
た
農
作
物
の
加
工

　

や
販
路
を
ど
う
す
る
か

③
土
地
条
件
は
ど
う
か

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
耕
作
者
を
ど
う

確
保
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
耕
作
放
棄
地
の
荒
廃
状
況
や
権
利
関

係
を
調
査
し
、
所
有
者
の
意
向
把
握
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
周
辺
農
業
者
等
の
意
向
把
握
を

行
い
、
農
地
の
利
用
調
整
（
所
有
権
移
転
や

  

耕
作
放
棄
地
は

  

全
国
で
三
八
・
六
万
㌶

　

前
号
の
南
丹
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り
で

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
通
り
、
今
、
全
国
で

「
遊
休
農
地
」「
耕
作
放
棄
地
」
の
増
加
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
「
耕
作
放
棄
地
」
と
さ
れ
る
農
地

面
積
は
三
八
・
六
万
㌶
。
埼
玉
県
の
全
面
積
、

日
本
の
国
全
体
の
一
％
に
匹
敵
す
る
膨
大
な

面
積
で
す
。

　

今
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
約
四
〇
％
と

深
刻
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

こ
れ
だ
け
多
く
の
農
地
が
「
耕
作
放
棄
」
す

な
わ
ち
耕
作
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。

▶
耕
作
放
棄
地
を
い
っ
せ
い
調
査
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全国農業新聞を読みましょう

　新しい農業・農村・農政の動き、農業経営と経済、
暮らしの情報がてんこ盛りの情報誌、

「全国農業新聞」をぜひお読みください。

お申し込みは農業委員会事務局まで。

　水田・畑作経営所得安定対策など、農業を取り巻く環境が大きく変わろうとしています。
　こうした中、情報の先取りがこれからの農業経営を左右するといっても過言ではないですね。

発行所　全国農業会議所
発行日　毎週金曜日
購読料　月額600円

貸
し
借
り
の
推
進
）
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

②
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
作
物
を

作
っ
て
い
く
か
、
販
路
を
ど
う
す
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

再
生
さ
れ
た
農
地
で
”営
農
“し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、
何
を

作
る
の
か
や
そ
の
販
路
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
営
農
開
始

後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
も
必
要
で
す
。
場
合

に
よ
っ
て
は
、
加
工
施
設
の
整
備
や
直
売
所

の
整
備
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
荒
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て

い
る
農
地
を
ど
の
よ
う
に
再
生
（
障
害
物
除

去
、
整
地
、
土
壌
改
良
等
）
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
用
排

水
施
設
や
農
道
の
整
備
か
ら
、
鳥
獣
被
害
防

止
施
設
等
の
整
備
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

  

耕
作
放
棄
地

  

再
生
利
用
緊
急
対
策

　

こ
れ
ら
対
策
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
、

い
ち
農
業
者
、
い
ち
農
業
集
落
だ
け
で
は
非

常
に
困
難
で
あ
り
、
地
域
住
民
や
行
政
、
関

係
団
体
等
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連

携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
策
的
な
位
置
づ
け
で
、
国
の

支
援
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
に
お
い
て
は
、
地

域
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に
支
援
す
る
「
耕

作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対
策
」
を
平
成

二
十
一
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
柱
と
な
る
の
は
「
耕
作
放
棄
地
再
生

利
用
交
付
金
」
制
度
で
、
①
再
生
利
用
活
動

に
対
す
る
交
付
金
と
、
②
施
設
等
補
完
整
備

に
対
す
る
交
付
金
の
二
本
立
て
と
な
り
ま
す
。

①
再
生
利
用
活
動
交
付
金

　

耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
、
利
用
す
る
取

り
組
み
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
次

の
三
つ
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。

⑴
再
生
作
業
に
対
す
る
支
援

  

・
再
生
作
業
（
立
木
等
の
障
害
物
の
除
去
、

　

  

深
耕
、
整
地
等
）
を
行
っ
た
場
合
、
荒

     

廃
の
程
度
に
応
じ
、
一
〇
㌃
（
一
反
）

     

あ
た
り
三
万
円
ま
た
は
五
万
円
を
交
付

     

（
取
組
初
年
度
の
み
）。

⑵
土
壌
改
良
に
対
す
る
支
援

　
・
一
〇
㌃
あ
た
り
二
万
五
千
円
を
交
付（
最

     

大
二
年
間
）。

⑶
営
農
定
着
に
対
す
る
支
援

   

・
一
〇
㌃
あ
た
り
二
万
五
千
円
を
交
付

      

（
一
年
間
）

  

・
水
田
等
有
効
活
用
促
進
交
付
金
の
対
象     

     

作
物
を
除
き
ま
す
。

②
施
設
等
補
完
整
備
交
付
金

　

用
排
水
施
設
、
鳥
獣
被
害
防
止
施
設
、
直

売
所
・
加
工
施
設
、
市
民
農
園
等
の
整
備
を

行
っ
た
場
合
、
事
業
費
の
二
分
の
一
が
補
助

さ
れ
ま
す
。

  

耕
作
放
棄
地
対
策
協
議
会

  

に
よ
る
支
援
等

　

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
緊
急
対

策
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
し
て
、
荒
廃
状
況

等
の
詳
細
調
査
や
農
地
利
用
調
整
、
導
入
作

物
・
販
路
の
検
討
、
さ
ら
に
は
営
農
開
始
後

の
相
談
等
の
支
援
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
連
携
し
て
、
既
存
の
ソ
フ
ト

施
策
で
あ
る
水
田
等
有
効
活
用
促
進
交
付
金

や
産
地
確
立
交
付
金
を
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
さ
に
総
力
を
挙
げ
て
耕
作
放
棄
地
解

消
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▶
こ
う
し
た
耕
作
放
棄
地
は
解
消
で
き
る
か

（
注
）　

再
生
利
用
活
動
に
対
す
る
交
付
金

は
、
賃
貸
借
や
使
用
貸
借
の
設
定
・
移
転
、

所
有
権
の
移
転
、
ま
た
は
農
作
業
の
受
委

託
等
に
よ
り
”耕
作
す
る
者
“を
確
保
し

て
（
あ
る
い
は
そ
の
見
通
し
を
も
っ
て
）

行
う
農
地
の
再
生
作
業
に
の
み
交
付
さ
れ

る
も
の
で
す
。
所
有
者
が
自
ら
耕
作
す
る

た
め
に
再
生
作
業
を
さ
れ
る
場
合
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
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農
業
生
産
法
人
と
は

　「農
業
生
産
法
人
」と
は
、農
地
法
上
の
定

義
で
、農
地
の
所
有
権
や
使
用
収
益
権（
賃
貸

借
権
等
）を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
す
。

　「
法
人
」そ
の
も
の
は
商
法
に
基
づ
く「
株

式
会
社
」や
、農
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
く

「
農
事
組
合
法
人
」と
し
て
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
上
で
、そ
の
法
人
が
農
地
の

権
利（
所
有
権
、貸
借
権
等
）を
取
得
す
る

た
め
に
は「
農
業
生
産
法
人
と
し
て
の
要

件
」を
備
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　よ
く
、
「
農
事
組
合
法
人
」
と
「
農
業
生

産
法
人
」
が
混
同
さ
れ
ま
す
が
、
農
事
組
合

法
人
は
『
法
人
』
の
形
態
の
一
つ
で
あ
り
、

「
農
業
生
産
法
人
」
は
農
地
の
権
利
を
持
つ
た

め
の
『
要
件
』
で
あ
っ
て
、
両
者
の
ジ
ャ
ン

ル
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
す
。

　両
者
の
関
係
で
言
え
ば
、
「
農
業
生
産
法

人
の
要
件
を
有
し
た
農
事
組
合
法
人
が
農
地

の
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、農
業
生
産
法
人
の
要
件
に
は
、

そ
の
法
人
の
行
う
事
業
の
う
ち
農
業
及
び
農

業
関
連
分
野
の
売
上
げ
が
法
人
の
事
業
全

体
の
売
上
げ
の
過
半
数
で
あ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う「
事
業
要
件
」や
、農
業
生
産
法
人
の

構
成
員（
株
式
会
社
の
場
合
は「
株
主
」、農

事
組
合
法
人
の
場
合
は「
組
合
員
」）が
そ
の

法
人
に
対
し
て
農
地
の
提
供
を
し
て
い
る
な

ど
の「
構
成
員
要
件
」等
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、改
正
農
地
法
が
今
年
秋
に
も
施
行

さ
れ
、農
業
生
産
法
人
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
く
て
も
、農
地
の
借
り
手
と
な
る
こ
と

は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、所

有
権
の
受
け
手
と
は
な
れ
ま
せ
ん
）

■農事組合法人  木喰の郷もろはた
        総務担当理事   竹  井  勝  氏
　ようやく体制ができたが、これからの運営
が大変。
　地域の農地を守るという大目標達成のた
めには、しっかりとした組織の運営が必要だ
と思っています。
　そのためにも、オペレーターやパート、さ
らには地区内農家への乾燥調整の委託な
ど、できるだけ地区の農家にお金が落ちるよ
うに考え、地区に目に見えたメリットを与えて
いきたいと考えています。

集
落
営
農
の
取
り
組
み

ほ
場
整
備
へ
の
取
り
組
み

エ
コ
農
法
へ
の
取
り
組
み

法
人
化
へ
の
取
り
組
み

残
り
二
二
㌶
は

個
々
の
農
家
で
営
農

　
諸
畑
地
区
は
、
八
木
町
の
北
部
に
位
置
し
、

水
稲
を
中
心
と
し
た
個
人
営
農
が
長
ら
く
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
六
年
か
ら
、
府
営
の
土
地
改
良
事
業

（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
に
着
手
。

　
こ
の
中
で
、
諸
畑
地
区
で
は
、
将
来
的
に
農

業
の
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
個
々
の

農
家
で
農
業
経
営
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
と
な

り
、
い
ず
れ
地
域
と
し
て
農
地
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
来
る
こ
と
を
想
定

し
、
大
型
機
械
の
導
入
で
よ
り
作
業
効
率
が
高

ま
る
大
区
画
化
に
取
り
組
み
、
計
画
区
域
全
体

の
半
分
の
二
〇
㌶
を
、
一
㌶
（
1
0
0
㍍

×
1
0
0
㍍
）
の
大
規
模
区
画
と
し
、
さ
ら

に
、
連
坦
し
た
農
地
と
な
る
よ
う
一
団
地
に
集

約
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
㌶
×
二
〇
区
画
の
二
〇
㌶
で
集
落

営
農
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
主
体
は「
諸
畑
地
区
生
産
組
合
」。

　
平
成
十
八
年
秋
、
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安

定
対
策
（
当
時
の
名
称
は
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
）の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、十
九
年
産
麦

の
取
り
組
み
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
水
稲
作
付

け
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
年
度
の
作
付
面
積
は
、
水
稲
が
一
二
・
二

㌶
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
六
・
二
㌶
・
日
本
晴
六
㌶
）
、

小
豆
五
㌶
、
大
豆
一
㌶
、
麦
六
・
九
㌶
で
す
。

　
水
稲
は
、
は
種
・
育
苗
も
生
産
組
合
で
行

い
、
計
二
千
百
箱
の
育
苗
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
三
百
箱
は
個
人
営
農
さ
れ
る
農
家
か
ら

委
託
を
受
け
て
の
も
の
で
す
。

　
基
幹
作
業（
耕
起
・
田
植
え
・
稲
刈
り
）に
つ

い
て
は
、
地
区
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
。  

オ

ペ
レ
ー
タ
ー
は
専
業
農
家
で
は
な
く
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
等
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
仕
事
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
で
す
。  

作
業
計
画
を
樹
立
し
て

休
日
に
作
業
を
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
簡
易
な
管
理
作
業
に
つ
い
て
は
、
婦

人
や
高
齢
者
に
作
業
参
加
を
依
頼
。
何
ら
か

の
形
で
地
区
内
農
家
へ
お
金
が
落
ち
る
よ
う

に
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
農
家
で
籾
の
乾
燥
機
を
所
有

さ
れ
る
農
家
が
あ
る
の
で
、
乾
燥
調
整
に
つ
い

て
は
そ
れ
ら
農
家
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
受

託
し
た
農
家
は
、
籾
摺
り
し
、
出
荷
袋
に
入

り
少
し
安
く
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
営
農
組
織
で
乾

燥
機
等
へ
の
投
資

が
避
け
ら
れ
る
う

え
、
農
家
に
と
っ

て
は
乾
燥
機
の
有

効
利
用
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
り
、

ま
さ
に
一
石
二
鳥

で
す
。

　
肥
料
に
つ
い
て
は
、土
づ
く
り
も
含
め
、南

丹
市
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の

堆
肥（
八
木
バ
イ
オ
グ
リ
ー
ン
）や
同
液
肥
を

全
面
的
に
施
用（
元
肥
、追
肥
と
も
）。化
学
肥

料
は
一
切
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、種
子
消
毒
は
農
薬
を
使
わ
ず「
温
湯

消
毒
」に
す
る
な
ど『
減
農
薬
』『
エ
コ
農
法
』

れ
た
状
態

で
生
産
組

合
に
納
品

す
る
こ
と

に
な
り
ま

す
。
乾
燥

調
整
に
か

か
る
手
数

料
は
、
Ｊ

Ａ
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー

利
用
料
よ

　
集
落
営
農
の
”現
場
“の
取
り
組
み
と
平
行
し

て
、
”組
織
面
“で
の
検
討
、
す
な
わ
ち
、
法
人

化
へ
の
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
、
昨

年
六
月
か
ら
法
人
化
準
備
委
員
会
や
発
起
人
会

を
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
十
二
月
二
十
日
、
諸
畑
農
事
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
農
事
組
合
法
人
木
喰
の

郷
も
ろ
は
た
」
設
立
総
会
を
開
催
さ
れ
、
四

十
八
人
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト
。
二
十
一
年

度
か
ら
は
生
産
組
合
に
代
わ
り
同
法
人
で
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

■
農
事
組
合
法
人
木
喰
の
郷
も
ろ
は
た

　
総
組
合
員
数
四
十
八
人
。

　
理
事
五
人
、
監
事
二
人
。

　
代
表
理
事
（
理
事
長
）
は
明
田
卓
氏
。

　
設
立
時
出
資
金
総
額
九
百
十
七
万
円
。

　
前
述
の
と
お
り
、
地
区
全
体
の
水
田
面
積

は
約
四
二
㌶
で
あ
り
、
集
落
営
農
で
取
り
組

む
以
外
の
二
二
㌶
に
つ
い
て
は
個
々
の
農
家

で
営
農
を
行
わ
れ
ま
す
。個
々
の
農
家
で
営

農
す
る
農
地
の
平
均
区
画
面
積
は
三
〇
㌃

（
三
反
）
と
小
さ
く
な
り
ま
す
。農
家
に
よ
っ

て
は
、
集
落
営
農
の
区
域
に
農
地
を
有
し
集

落
営
農
に
参
加
す
る
一
方
、
個
人
営
農
に
も

取
り
組
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
個
々
の
農
家
が
営
農
す
る
農

地
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
に
は
、
農
業
後
継
者

の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
場
合
に
は
、
作
業
受
託
を
す
る
か
集
落
営
農

で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
見
込
み
で
す
。

に
取
り
組
み
、安
心
・
安
全
の
農
産
物
づ
く
り

と
い
う
地
域
の
特
色
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

農事組合法人　木喰の郷もろはた
総　　会

理 事 会

代表理事
（理事長）

理　　事
（総務担当）

①対外折衝に関すること
②庶務・経理に関すること

理　　事
（営農担当）
①穀類に関すること
②野菜類に関すること

理　　事
（営業担当）
①販売に関すること
②加工に関すること

理　　事
（機械・施設担当）
①機械に関すること
②施設に関すること

監　　事

組合員数　４８人

理事　５人　　　　　 監事　２人

組
織
図

木喰の郷 もろはた
　南丹市でも比較的平坦な農地が広がる八木町。
　その地域特性を生かし、大型機械導入のメリット
を活かせる大規模区画のほ場整備を誘導し、法人
化による集落営農に取り組まれている諸畑地区の
取り組みを紹介します。

大規模区画で集落営農を

（八木町諸畑地区）

農事組合法人
も く　　じ き

4その
南丹市役所

諸
畑
地
区
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農
業
生
産
法
人
と
は

　「農
業
生
産
法
人
」と
は
、農
地
法
上
の
定

義
で
、農
地
の
所
有
権
や
使
用
収
益
権（
賃
貸

借
権
等
）を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
法
人
で
す
。

　「
法
人
」そ
の
も
の
は
商
法
に
基
づ
く「
株

式
会
社
」や
、農
業
協
同
組
合
法
に
基
づ
く

「
農
事
組
合
法
人
」と
し
て
設
立
さ
れ
て
い

ま
す
が
、そ
の
上
で
、そ
の
法
人
が
農
地
の

権
利（
所
有
権
、貸
借
権
等
）を
取
得
す
る

た
め
に
は「
農
業
生
産
法
人
と
し
て
の
要

件
」を
備
え
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　よ
く
、
「
農
事
組
合
法
人
」
と
「
農
業
生

産
法
人
」
が
混
同
さ
れ
ま
す
が
、
農
事
組
合

法
人
は
『
法
人
』
の
形
態
の
一
つ
で
あ
り
、

「
農
業
生
産
法
人
」
は
農
地
の
権
利
を
持
つ
た

め
の
『
要
件
』
で
あ
っ
て
、
両
者
の
ジ
ャ
ン

ル
は
ま
っ
た
く
別
の
も
の
で
す
。

　両
者
の
関
係
で
言
え
ば
、
「
農
業
生
産
法

人
の
要
件
を
有
し
た
農
事
組
合
法
人
が
農
地

の
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　と
こ
ろ
で
、農
業
生
産
法
人
の
要
件
に
は
、

そ
の
法
人
の
行
う
事
業
の
う
ち
農
業
及
び
農

業
関
連
分
野
の
売
上
げ
が
法
人
の
事
業
全

体
の
売
上
げ
の
過
半
数
で
あ
る
必
要
が
あ
る

と
い
う「
事
業
要
件
」や
、農
業
生
産
法
人
の

構
成
員（
株
式
会
社
の
場
合
は「
株
主
」、農

事
組
合
法
人
の
場
合
は「
組
合
員
」）が
そ
の

法
人
に
対
し
て
農
地
の
提
供
を
し
て
い
る
な

ど
の「
構
成
員
要
件
」等
が
あ
り
ま
す
。

　な
お
、改
正
農
地
法
が
今
年
秋
に
も
施
行

さ
れ
、農
業
生
産
法
人
の
要
件
を
満
た
し
て

い
な
く
て
も
、農
地
の
借
り
手
と
な
る
こ
と

は
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
た
だ
し
、所

有
権
の
受
け
手
と
は
な
れ
ま
せ
ん
）

■農事組合法人  木喰の郷もろはた
        総務担当理事   竹  井  勝  氏
　ようやく体制ができたが、これからの運営
が大変。
　地域の農地を守るという大目標達成のた
めには、しっかりとした組織の運営が必要だ
と思っています。
　そのためにも、オペレーターやパート、さ
らには地区内農家への乾燥調整の委託な
ど、できるだけ地区の農家にお金が落ちるよ
うに考え、地区に目に見えたメリットを与えて
いきたいと考えています。

集
落
営
農
の
取
り
組
み

ほ
場
整
備
へ
の
取
り
組
み

エ
コ
農
法
へ
の
取
り
組
み

法
人
化
へ
の
取
り
組
み

残
り
二
二
㌶
は

個
々
の
農
家
で
営
農

　
諸
畑
地
区
は
、
八
木
町
の
北
部
に
位
置
し
、

水
稲
を
中
心
と
し
た
個
人
営
農
が
長
ら
く
続
け

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
十
六
年
か
ら
、
府
営
の
土
地
改
良
事
業

（
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
）
に
着
手
。

　
こ
の
中
で
、
諸
畑
地
区
で
は
、
将
来
的
に
農

業
の
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
個
々
の

農
家
で
農
業
経
営
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
と
な

り
、
い
ず
れ
地
域
と
し
て
農
地
を
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
が
来
る
こ
と
を
想
定

し
、
大
型
機
械
の
導
入
で
よ
り
作
業
効
率
が
高

ま
る
大
区
画
化
に
取
り
組
み
、
計
画
区
域
全
体

の
半
分
の
二
〇
㌶
を
、
一
㌶
（
1
0
0
㍍

×
1
0
0
㍍
）
の
大
規
模
区
画
と
し
、
さ
ら

に
、
連
坦
し
た
農
地
と
な
る
よ
う
一
団
地
に
集

約
さ
せ
ま
し
た
。

　
こ
の
一
㌶
×
二
〇
区
画
の
二
〇
㌶
で
集
落

営
農
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
主
体
は「
諸
畑
地
区
生
産
組
合
」。

　
平
成
十
八
年
秋
、
水
田
・
畑
作
経
営
所
得
安

定
対
策
（
当
時
の
名
称
は
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
）の
ス
タ
ー
ト
に
あ
わ
せ
、十
九
年
産
麦

の
取
り
組
み
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
水
稲
作
付

け
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
二
十
年
度
の
作
付
面
積
は
、
水
稲
が
一
二
・
二

㌶
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
六
・
二
㌶
・
日
本
晴
六
㌶
）
、

小
豆
五
㌶
、
大
豆
一
㌶
、
麦
六
・
九
㌶
で
す
。

　
水
稲
は
、
は
種
・
育
苗
も
生
産
組
合
で
行

い
、
計
二
千
百
箱
の
育
苗
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
三
百
箱
は
個
人
営
農
さ
れ
る
農
家
か
ら

委
託
を
受
け
て
の
も
の
で
す
。

　
基
幹
作
業（
耕
起
・
田
植
え
・
稲
刈
り
）に
つ

い
て
は
、
地
区
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
募
集
。  

オ

ペ
レ
ー
タ
ー
は
専
業
農
家
で
は
な
く
、
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
等
そ
れ
ぞ
れ
本
来
の
仕
事
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
々
で
す
。  

作
業
計
画
を
樹
立
し
て

休
日
に
作
業
を
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
簡
易
な
管
理
作
業
に
つ
い
て
は
、
婦

人
や
高
齢
者
に
作
業
参
加
を
依
頼
。
何
ら
か

の
形
で
地
区
内
農
家
へ
お
金
が
落
ち
る
よ
う

に
考
え
て
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
地
区
内
農
家
で
籾
の
乾
燥
機
を
所
有

さ
れ
る
農
家
が
あ
る
の
で
、
乾
燥
調
整
に
つ
い

て
は
そ
れ
ら
農
家
に
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
受

託
し
た
農
家
は
、
籾
摺
り
し
、
出
荷
袋
に
入

り
少
し
安
く
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
営
農
組
織
で
乾

燥
機
等
へ
の
投
資

が
避
け
ら
れ
る
う

え
、
農
家
に
と
っ

て
は
乾
燥
機
の
有

効
利
用
に
つ
な
が

る
こ
と
に
な
り
、

ま
さ
に
一
石
二
鳥

で
す
。

　
肥
料
に
つ
い
て
は
、土
づ
く
り
も
含
め
、南

丹
市
八
木
バ
イ
オ
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
の

堆
肥（
八
木
バ
イ
オ
グ
リ
ー
ン
）や
同
液
肥
を

全
面
的
に
施
用（
元
肥
、追
肥
と
も
）。化
学
肥

料
は
一
切
使
用
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、種
子
消
毒
は
農
薬
を
使
わ
ず「
温
湯

消
毒
」に
す
る
な
ど『
減
農
薬
』『
エ
コ
農
法
』

れ
た
状
態

で
生
産
組

合
に
納
品

す
る
こ
と

に
な
り
ま

す
。
乾
燥

調
整
に
か

か
る
手
数

料
は
、
Ｊ

Ａ
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー

利
用
料
よ

　
集
落
営
農
の
”現
場
“の
取
り
組
み
と
平
行
し

て
、
”組
織
面
“で
の
検
討
、
す
な
わ
ち
、
法
人

化
へ
の
取
り
組
み
も
あ
わ
せ
て
進
め
ら
れ
、
昨

年
六
月
か
ら
法
人
化
準
備
委
員
会
や
発
起
人
会

を
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
十
二
月
二
十
日
、
諸
畑
農
事
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
「
農
事
組
合
法
人
木
喰
の

郷
も
ろ
は
た
」
設
立
総
会
を
開
催
さ
れ
、
四

十
八
人
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト
。
二
十
一
年

度
か
ら
は
生
産
組
合
に
代
わ
り
同
法
人
で
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
ま
す
。

■
農
事
組
合
法
人
木
喰
の
郷
も
ろ
は
た

　
総
組
合
員
数
四
十
八
人
。

　
理
事
五
人
、
監
事
二
人
。

　
代
表
理
事
（
理
事
長
）
は
明
田
卓
氏
。

　
設
立
時
出
資
金
総
額
九
百
十
七
万
円
。

　
前
述
の
と
お
り
、
地
区
全
体
の
水
田
面
積

は
約
四
二
㌶
で
あ
り
、
集
落
営
農
で
取
り
組

む
以
外
の
二
二
㌶
に
つ
い
て
は
個
々
の
農
家

で
営
農
を
行
わ
れ
ま
す
。個
々
の
農
家
で
営

農
す
る
農
地
の
平
均
区
画
面
積
は
三
〇
㌃

（
三
反
）
と
小
さ
く
な
り
ま
す
。農
家
に
よ
っ

て
は
、
集
落
営
農
の
区
域
に
農
地
を
有
し
集

落
営
農
に
参
加
す
る
一
方
、
個
人
営
農
に
も

取
り
組
ま
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
個
々
の
農
家
が
営
農
す
る
農

地
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
に
は
、
農
業
後
継
者

の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ

の
場
合
に
は
、
作
業
受
託
を
す
る
か
集
落
営
農

で
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
る
見
込
み
で
す
。

に
取
り
組
み
、安
心
・
安
全
の
農
産
物
づ
く
り

と
い
う
地
域
の
特
色
を
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

農事組合法人　木喰の郷もろはた
総　　会

理 事 会

代表理事
（理事長）

理　　事
（総務担当）

①対外折衝に関すること
②庶務・経理に関すること

理　　事
（営農担当）
①穀類に関すること
②野菜類に関すること

理　　事
（営業担当）
①販売に関すること
②加工に関すること

理　　事
（機械・施設担当）
①機械に関すること
②施設に関すること

監　　事

組合員数　４８人

理事　５人　　　　　 監事　２人

組
織
図

木喰の郷 もろはた
　南丹市でも比較的平坦な農地が広がる八木町。
　その地域特性を生かし、大型機械導入のメリット
を活かせる大規模区画のほ場整備を誘導し、法人
化による集落営農に取り組まれている諸畑地区の
取り組みを紹介します。

大規模区画で集落営農を

（八木町諸畑地区）

農事組合法人
も く　　じ き

4その
南丹市役所

諸
畑
地
区
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標準小作料
　標準小作料は、小作料契約での目安となるもので、原則とし
て３年経過ごとに見直しが行われます。
　今年がその改訂の年に当たり、このたび下記の通り改訂され
ましたのでお知らせします。
　なお、標準小作料は、あくまで「標準」であり目安ですので、
実際に賃貸借契約を結ぶときは、貸し手、借り手で十分話し合
いいただき、お互いが納得のいく金額で契約してください。

　農地法第３条の手続きにより農地の所有権の移転や貸借権の設定をする場合、許可を受けるため
の要件がいくつかありますが、その中に「下限面積要件」というものがあります。
　「下限面積要件」とは、譲受人（借人）の耕作面積が、『現に所有または借り入れている農地』と『許可
申請する農地』を合わせた面積が一定規模必要であるという要件です。
　南丹市では、従来、３０アールから５０アールの間で地区ごとに下限面積が異なっていましたが、こ

のたび、京都府知事の告示が行われ、南丹市全域が一律１０アール（１反）となりま
した。
　この下限面積引き下げは、４月１日以降の３条申請受付分から適用されます。
　※ 耕作面積には、現況地目が農地でなくなっているものは含まれません。

※この標準小作料は、平成２１年の支払い小作料から適用してください。

※基準作物は水稲です。

※畑の標準小作料額は設定していません。

※農地の区分は旧町等の地域的な区分、または、ほ場整備事業が実施されているかどうかの区分

ではなく、１０アールあたりの基準収量による区分です。この区分に該当しない収量である場合、

例えば収量が５１０kgであるような場合は、Ａ区分の標準額とＢ区分の標準額の中間を標準額と

するなど、弾力的な対応をしていただければけっこうです。

※実際の契約小作料額が標準額よりも著しく高い場合は、農地法の規定により減額勧告される

場合があります。

農地の区分

A区分農地
B区分農地
C区分農地

南丹市全域が１０アール（１反）に

10aあたりの
基準収量
540kg
480kg
440kg

標準小作料
(10aあたり)

4,000円
2,000円
500円

田　の　部

改訂の
お知らせ

下限面積が引き下げられました

お問い合わせは、南丹市農業委員会事務局（TEL.0771-68-0067）まで

　

　総務省の家計調査によれば、世帯主が６５歳以上で家族が２人以上の
世帯では、１ヵ月に必要な生活費は約２3万円となっています。
　老後生活の基礎となる国民年金は、４０年加入した場合でも給付月額
は６万６千円で、夫婦２人合わせても必要額の6割弱にしかなりません。
　そのため、サラリーマンが加入する厚生年金のように、国民年金に上
乗せして加入できる制度として「農業者年金」制度があります。
　農業者年金は、 農業者だけが加入できる制度です。特に、 認定農業者
や認定就農者など、  一定の条件を満たす意欲ある担い手農業者には保
険料の手厚い国庫助成があるなどメリットの大きい公的年金制度です。

長期に安定した
制度ですのよ

　将来の年金受給に必要な原資をあ
らかじめ自分で積み立てる積み立て
方式の「確定拠出型」ですので、
将来の年金加入者数には影響さ
れません。
　少子・高齢化等の影響は受けな
いということです。

保険料は自由に
選択できますわよ

　毎月の保険料は２万円を基本とし
て、最高６万７千円まで、千円単位
で自由に決められます。

80歳までの保証が
付いた終身年金ですのよ
　年金は終身年金、すなわち、受給者が
亡くなるまで給付されます。
　仮に、80歳になる前に亡くなられた場
合は、80歳までに受け取れるはずの農業
者老齢年金を、死亡一時金として遺族の
方が受け取れます。

意欲ある担い手は
保険料助成が

受けられるんじゃよ
　認定農業者や認定就農者など、一
定の条件を満たす意欲ある担い手農
業者には、基本保険料のうち国から
最高半額の助成が受けられます。

税制面でも有利じゃよ
　納付した保険料は、全額、所得税の社会

人個の間民（。すまりなと象対の除控料険保
年金の場合は、控除額の上限は５万円です）
　また、将来受け取る農業者年金も公的年
金等控除が適用されます。

農業に従事する人だけが
加入できるんじゃよ

農業者年金に加入できるのは、国民
年金の第１号被保険者で、年間 60
日以上農業に従事する 60歳未満の
　　人です。
　　自分名義の農地を持っていない
　人や、農地所有者の配偶者や後継
　者でも、農業従事日数が年間 60
　日以上あれば加入できます。

26



標準小作料
　標準小作料は、小作料契約での目安となるもので、原則とし
て３年経過ごとに見直しが行われます。
　今年がその改訂の年に当たり、このたび下記の通り改訂され
ましたのでお知らせします。
　なお、標準小作料は、あくまで「標準」であり目安ですので、
実際に賃貸借契約を結ぶときは、貸し手、借り手で十分話し合
いいただき、お互いが納得のいく金額で契約してください。

　農地法第３条の手続きにより農地の所有権の移転や貸借権の設定をする場合、許可を受けるため
の要件がいくつかありますが、その中に「下限面積要件」というものがあります。
　「下限面積要件」とは、譲受人（借人）の耕作面積が、『現に所有または借り入れている農地』と『許可
申請する農地』を合わせた面積が一定規模必要であるという要件です。
　南丹市では、従来、３０アールから５０アールの間で地区ごとに下限面積が異なっていましたが、こ

のたび、京都府知事の告示が行われ、南丹市全域が一律１０アール（１反）となりま
した。
　この下限面積引き下げは、４月１日以降の３条申請受付分から適用されます。
　※ 耕作面積には、現況地目が農地でなくなっているものは含まれません。

※この標準小作料は、平成２１年の支払い小作料から適用してください。

※基準作物は水稲です。

※畑の標準小作料額は設定していません。

※農地の区分は旧町等の地域的な区分、または、ほ場整備事業が実施されているかどうかの区分

ではなく、１０アールあたりの基準収量による区分です。この区分に該当しない収量である場合、

例えば収量が５１０kgであるような場合は、Ａ区分の標準額とＢ区分の標準額の中間を標準額と

するなど、弾力的な対応をしていただければけっこうです。

※実際の契約小作料額が標準額よりも著しく高い場合は、農地法の規定により減額勧告される

場合があります。

農地の区分

A区分農地
B区分農地
C区分農地

南丹市全域が１０アール（１反）に

10aあたりの
基準収量
540kg
480kg
440kg

標準小作料
(10aあたり)

4,000円
2,000円
500円

田　の　部

改訂の
お知らせ

下限面積が引き下げられました

お問い合わせは、南丹市農業委員会事務局（TEL.0771-68-0067）まで

　

　総務省の家計調査によれば、世帯主が６５歳以上で家族が２人以上の
世帯では、１ヵ月に必要な生活費は約２3万円となっています。
　老後生活の基礎となる国民年金は、４０年加入した場合でも給付月額
は６万６千円で、夫婦２人合わせても必要額の6割弱にしかなりません。
　そのため、サラリーマンが加入する厚生年金のように、国民年金に上
乗せして加入できる制度として「農業者年金」制度があります。
　農業者年金は、 農業者だけが加入できる制度です。特に、 認定農業者
や認定就農者など、  一定の条件を満たす意欲ある担い手農業者には保
険料の手厚い国庫助成があるなどメリットの大きい公的年金制度です。

長期に安定した
制度ですのよ

　将来の年金受給に必要な原資をあ
らかじめ自分で積み立てる積み立て
方式の「確定拠出型」ですので、
将来の年金加入者数には影響さ
れません。
　少子・高齢化等の影響は受けな
いということです。

保険料は自由に
選択できますわよ

　毎月の保険料は２万円を基本とし
て、最高６万７千円まで、千円単位
で自由に決められます。

80歳までの保証が
付いた終身年金ですのよ
　年金は終身年金、すなわち、受給者が
亡くなるまで給付されます。
　仮に、80歳になる前に亡くなられた場
合は、80歳までに受け取れるはずの農業
者老齢年金を、死亡一時金として遺族の
方が受け取れます。

意欲ある担い手は
保険料助成が

受けられるんじゃよ
　認定農業者や認定就農者など、一
定の条件を満たす意欲ある担い手農
業者には、基本保険料のうち国から
最高半額の助成が受けられます。

税制面でも有利じゃよ
　納付した保険料は、全額、所得税の社会

人個の間民（。すまりなと象対の除控料険保
年金の場合は、控除額の上限は５万円です）
　また、将来受け取る農業者年金も公的年
金等控除が適用されます。

農業に従事する人だけが
加入できるんじゃよ

農業者年金に加入できるのは、国民
年金の第１号被保険者で、年間 60
日以上農業に従事する 60歳未満の
　　人です。
　　自分名義の農地を持っていない
　人や、農地所有者の配偶者や後継
　者でも、農業従事日数が年間 60
　日以上あれば加入できます。
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企業による農業参入
　近年、『企業による農業参入』の取り組みが全国的に拡大しています。
　従来、家族経営が中心であった農業経営に民間企業が参入すること
についてはさまざまな意見があるところですが、担い手不足による農
地の遊休・荒廃化が懸念される中山間地においては、農業の“新たな
担い手”として、また、新たな特産物育成として大きな期待が寄せら
れるのも事実です。
　今回は、南丹市内で企業による農業参入の事例の一部を紹介します。

株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ウ

株
式
会
社
山
田
製
油

　

清
水
寺
（
京
都
市
東
山
区
）
の

門
前
に
あ
る
七
味
唐
辛
子
の
老
舗

「
七
味
家
本
舗
」
の
関
連
会
社
と

し
て
、
今
年
一
月
、
園
部
町
栄
町

に
「
株
式
会
社
ゼ
ン
シ
ョ
ウ
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

食
の
安
心
・
安
全
を
求
め
る

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
受
け
、
京
都

産
の
原
材
料
を
自
力
で
確
保
す

る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た

も
の
で
、
南
丹
市
を
中
心
に
約

一
三
・
五
㌶
の
農
地
を
借
り
上

げ
、
「
ト
ウ
ガ
ラ
シ
（
品
種
名
：

京
新
清
水
）
」
（
一
〇
㌶
）
や
胡

麻
（
三
・
五
㌶
）
の
本
格
的
な
自

社
生
産
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
が
借
り
入
れ
た
ほ
場
は
、

南
丹
市
で
も
中
山
間
地
が
中
心
で

地
域
の
高
齢
化
比
率
も
高
く
、
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら

　

京
都
市
西
京
区
に
本
社
が
あ

る
「
株
式
会
社
山
田
製
油
」。

　

昔
な
が
ら
の
手
作
り
製
法
は

“
へ
ん
こ
”と
称
さ
れ
る
ほ
ど
で
、

安
心
安
全
へ
の
こ
だ
わ
り
は
テ

レ
ビ
な
ど
で
も
紹
介
さ
れ
る
と

と
も
に
、
多
く
の
本
物
志
向
の

料
理
店
や
有
名
百
貨
店
か
ら
の

注
文
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　

こ
の
山
田
製
油
が
七
年
前
、

日
吉
町
胡
麻
に
工
場
を
建
設
さ

れ
ま
し
た
。「
胡
麻
」
と
い
う
地

名
に
惹
か
れ
て
の
工
場
立
地
で

す
。

　

胡
麻
の
国
内
自
給
率
は
〇
・

一
％
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
同

社
で
も
現
状
で
は
ミ
ャ
ン
マ
ー

産
の
契
約
栽
培
を
中
心
に
海
外

か
ら
の
輸
入
が
主
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
安
心
安
全
の
無
農

薬
栽
培
の
原
材
料
確
保
を
目
指

遊
休
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
ほ
場

で
、
農
地
の
有
効
利
用
の
点
で
も

地
域
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
社
栽
培
だ
け
で
な

く
市
内
農
家
に
栽
培
委
託
（
五

㌶
）
も
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
、
獣
害
も
比
較

的
少
な
い
こ
と
か
ら
農
家
に
と
っ

て
は
作
り
や
す
く
、
ま
た
、南
丹

市
で
は
本
格
的
な
七
味
用
の
ト
ウ

ガ
ラ
シ
栽
培
は
こ
れ
ま
で
取
り
組

み
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た

な
特
産
物
の
育
成
と
し
て
も
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
社
名
の
「
ゼ
ン

シ
ョ
ウ
」
と
は
、
生
産
者
（
農

家
）
か
ら
会
社
関
係
者
、
消
費
者

な
ど
会
社
に
関
わ
る
人
全
（
ゼ

ン
）
て
に
笑
（
シ
ョ
ウ
）
い
を
も

た
ら
す
よ
う
に
』
と
い
う
意
味
だ

そ
う
で
す
。

し
、
日
吉
町
を
中
心

に
国
内
で
の
栽
培
面

積
拡
大
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

従
来
、
胡
麻
は
各

家
庭
で
小
規
模
に
栽

培
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
本
格
的
な
栽
培

と
な
る
と
全
国
的
に

も
事
例
は
少
な
く
、

そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
胡
麻
工
場
の
近

く
の
農
家
の
方
の
協
力
を
得
て
、

社
員
自
ら
栽
培
技
術
を
蓄
積
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
地

元
を
中
心
に
少
し
ず
つ
栽
培
農

家
を
拡
大
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
定
期
的
に
栽
培
技
術

の
講
習
会
を
開
催
。
ベ
テ
ラ
ン

か
ら
初
心
者
ま
で
多
く
の
人
が

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
三
十
戸
、
約
二
㌶
で

栽
培
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲トウガラシのは種作業。
　36万粒（約５千箱）の種をまきます。

▲トウガラシの花

▲胡麻の花

▲栽培技術講習会。ベテラン農家の方
　が師匠となり、「土をかぶせるのは、
　ほうきでサッと掃く程度」といった、
　絶妙のアドバイスがあります。
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